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（Saito and Lyster 2012）や、Praatによって視
覚化された学習者の音声グラフを学習者が自ら観
察し、ネイティブスピーカーのモデル音声のグラ











































































































































































































































Le, Hang Thu. & Jennifer Brook, Using 
Praat to teach intonat ion to ESL 
students,  Hawaii Pacific University 








学紀要，8 : 1-27 (2011)
Saito, Kazuya. and Roy Lyster, Effects 
o f  form- focused ins t ruc t ion  and 
corrective feedback on L2 pronunciation 
development of / r/ by Japanese learners 







―」音声研究，15(1) : 31-43 (2011)
たせ、学習意欲を向上させることも期待できると
考える。
　現在は実践指導における録音音声の分析を通し
て、指導観点を選定中である。英語発音指導シス
テムを構築後、実際に授業の中で運用する予定で
ある。また現在は英単語のみの音声分析を行って
いるが、将来的には文単位での音声分析も行い、
アクセントだけでなくイントネーションも含め
て、より“英語らしい”発音を身に付けることが
できる指導システムの開発を目指したい。
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